
上ノ原ものがたり 

戦前から戦後にかけて、藤原は秘境でした。山をひとつ越えると

そこは新潟、積雪２㍍を超す豪雪地帯です。しかし藤原は自給自足

ができました。まがりなりにも米がとれ、炭焼き、植林や伐採、ワラビ

粉（糊）採り、山菜採りやキノコ採り、養蚕（原蚕飼育）なんかが当時

の仕事でした。 

 

■上ノ原■上ノ原■上ノ原■上ノ原    ２２０町歩の入会地２２０町歩の入会地２２０町歩の入会地２２０町歩の入会地 

家近くの里山には、個人の山や農地がありました。でも、家を造る

材木、薪や炭、屋根をふく茅、馬の飼料、肥料にする草や落ち葉な

どは、個人の土地だけでは間に合いません。地域の持続的な生活

のためには、広大な入会地（共用地）が必要でした。 

藤原には、「上ノ原」「宝台樹」「樺山」などいくつもの茅場があり

ました。中でも上ノ原は広大でした。明治６年に官有地になってから

も、入会利用は自由でした。上ノ原２１９町６反９歩は大正１０年、１万

５０２８円で当時の水上村に払い下げられました。 

 

■茅刈りは屋根用を最優先■茅刈りは屋根用を最優先■茅刈りは屋根用を最優先■茅刈りは屋根用を最優先 

 上ノ原の利用でいちばん重要なのが茅刈りです。屋根用を優先

し、そのあと炭俵、養蚕のかやまぶし、家屋の冬垣のための茅を刈

りました。屋根替えをしようという家は、あらかじめ什長（区長）に申し

入れをしておくと、その家の茅の確保が優先されます。茅刈り、茅出

し、そして翌春に行われるヤネコボシ、ヤネフキは村中の人のエエ

（結い）です。出られない人はワタマシといって穀類やお金を出しま

した。茅刈りの日は８月の区長たちの寄合でだいたいの日を決めま

した。 

茅場では春早く、雪の消え間の様子を見ながら火入れが行われま

した。茅と山菜の出が良いようにと、什長が中心になって毎年やって

いました。その火入れも、昭和４０年ごろが最後でした。 

茅場では、ワラビ、ゼンマイ、フキ、ウドなどの山菜採りも行われま

した。秋から春にかけてはワラビの根、クズの根掘り（カズラ掘り）があ

りました。馬の飼料にする萩採りは、秋の彼岸明けが口明けでした。

戦後の食糧難の時代、茅場の一部を焼いてソバやアワ、ヒエを作った

こともあります。「カンノ」と言って、いわゆる焼き畑でした。 

 

 

 

 

 

 

■■■■変わる入会地と人変わる入会地と人変わる入会地と人変わる入会地と人    

入会地はやがて、レジャー施設などへと姿を大きく変えていきます。

上ノ原は昭和５０年、その大部分がゴルフ場に変わり、宝台樹山はキ

ャンプ場やスキー場に、樺山は今は自然林となっています。スキー

場は一時期たくさんの人を藤原へ呼び込みましたが、現在のスキー

客は最盛期の３分の１です。 

藤原の山林原野は荒れています。木を切り再生することで山は維

持されてきたのですが、今はそれがない。そこで私たち藤原の中高

年は「田園空間構想委員会」を作り、共有のもの、共有地の新しい使

い方を考えようと活動を始めました。共有地の「雨呼山」に遊歩道を作

ったのもそのひとつです。 

森林塾青水の「コモンズ」活動にも期待しています。その活動を地

域の人が見て、若い人のなかに新しい動きが出てくることを期待して

います。入会地をどうするかは藤原をどうするかです。すでに手遅れ

かもしれませんが、私たちの頑張りを若い世代に見せ、将来はやはり

若い人に託したいと思うのです。（話：２００４年７月・林好一さん） 

＊＊＊＊    

森林塾青水は２００３年（平成１５）、水上町（当時）から上ノ原２１㌶

を借り受け、茅場の再生を目指して活動を始めました。翌０４年、水上

町（当時）や藤原の人たちと共に、４０年ぶりに火入れを復活しました。

町田工業（中之条町）の参画を得て、文化財の屋根用などに上ノ原の

茅を供給する仕組みもできました。 

かつて２００ヘクタールもあった上ノ原の茅場（ススキ草原）も、現在

残るのは１０ヘクタールほど。貴重な自然です。草原を歩き、上ノ原の

来し方、未来への残し方を想っていただければ幸いです。 
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上上ノノ原原「「入入会会のの森森」」フフッットトパパススママッッププ  
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■■■■十郎太沢十郎太沢十郎太沢十郎太沢  下の集落の水源。沢沿いは春、ニリンソウが群れ咲く 

■■■■十郎太の泉十郎太の泉十郎太の泉十郎太の泉    十郎太沢の水くみ場    

■■■■柞の泉柞の泉柞の泉柞の泉  水道の取水堰 

■■■■炭がま跡炭がま跡炭がま跡炭がま跡  一帯のミズナラなどを焼いた 

■■■■休息の石休息の石休息の石休息の石  武尊山の噴石。フットパス最終点 

■木馬道■木馬道■木馬道■木馬道  切り出した木をソリで運んだ道 

■■■■草木塔草木塔草木塔草木塔  上ノ原の草木、生きものたちとの共生碑 

■ゴルフ場■ゴルフ場■ゴルフ場■ゴルフ場  以前は茅場（上ノ原）だった 

■■■■ミズナラ林ミズナラ林ミズナラ林ミズナラ林    ミズナラを中心に、カエデ類（アカイタヤ、ウリハダカエデ、ヒ

トツバカデ、ミツデカエデなど）、エゾヤマザクラ、ウワミズザ

クラ、オオバクロモジなど。現在、一部を薪やきのこ原木に

利用 

■■■■茅場茅場茅場茅場 ススキ草原。２００４年に野焼きが復活。現在も雪解けのころ

に火入れをする。１０月下旬～１１月初旬に茅刈り。刈った茅

は、文化財建築の屋根修復などに利用されている。オミナエ

シ、ツリガネニンジン、ノアザミ、ノハラアザミ、カセンソウな

どの花。ヒメシジミなどの蝶類、ハナバチ類、カンタン、バッタ

類、コオロギ類、ハムシ類など昆虫類の宝庫 
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